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創立120周年を終えて

会

部稔

友

母
校
八
戸
東
高
等
学
校
の

創
立
百
二
十
周
年
を
終
え
、

今
年
ぜ
ひ
取
り
掛
か
り
た
い

と
考
え
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
学
校
管
理

棟
三
階
の
史
料
室
に
置
い
て

あ
る
、
同
窓
会
関
係
の
資
料

の
整
理
と
目
録
の
作
成
な
ど

で
す
。
史
料
室
は
第
三
六
代

校
長
福
井
武
久
先
生
の
提
案

で
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
同
窓

会
関
係
の
資
料
保
管
だ
け
で

な
く
、
同
窓
会
の
小
会
議
も

と
仰
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
窓
会
名
簿
(
令
和
元
年
発

行
創
立
百
二
十
周
年
記
念
)

作
成
時
の
会
議
や
編
集
等
で

早
速
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
、

無
事
に
発
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
残

念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

利
用
を
控
え
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。
実
は
、
こ
こ
に
保

管
さ
れ
て
い
る
資
料
に
関

し、

二
十
年
以
上
果
た
せ
ず

松(1)令和5年2月28日

昨
年
、
母
校
八
戸
東
高
等

学
校
は
創
立
百
二
十
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
周
年
事
業
の

各
実
行
委
員
会
に
は
、
父
母

と
教
師
の
会
役
員
、
後
援
会

役
員
の
皆
様
と
と
も
に
、
同

窓
会
松
友
会
役
員
も
加
わ
り

事
業
の
推
進
に
努
め
協
力
い

た
し
て
参
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
長
期
に
渡
る
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
、
多
く
の
記
念
事
業

が
、
予
定
通
り
に
は
実
施
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
中

で
記
念
植
樹
、
記
念
誌
の
発

行
、
正
門
の
改
修
な
ど
、

実

施
で
き
た
諸
事
業
に
、
同
窓

会
松
友
会
も
参
画
し
て
責
務

に
い
る
重
要
な
事
が
あ
り
ま

す
。
『
松
友
』
、
『
松
友
会
誌
』

と
い
う
、
現
在
の
同
窓
会
の

前
身
の
会
の
会
誌
を
第
一
号

か
ら
読
み
、
掲
載
内
容
の
目

録
を
作
成
す
る
こ
と
で
す
。

こ
の
冊
子
に
は
欠
け
て
い
る

号
が
幾
つ
か
あ
っ
た
の
で
す

が、

「八
戸
東
高
校
物
語
」
編

集
の
際
に
、
著
者
の
島
守
光

雄
先
生
が
古
書
店
を
巡

っ
て

探
し
、
寄
贈
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
当
時
、
私
は
母
校

に
勤
務
し
渉
外
部
で
同
窓
会

の
お
手
伝
い
を
し
て
お
り
ま

し
た
。
島
守
光
雄
先
生
か
ら

冊
子
の
歴
史
的
価
値
を
伺

い
、
目
録
を
作
成
し
た
い
と
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を
果
た
せ
た
の
は
嬉
し
い
こ

と
で
し
た
。
会
員
の
皆
様
に

改
め
て
ご
報
告
す
る
と
と
も

に
、
ご
協
力
に
対
し
て
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
会
松
友
会
が
例
年

行
っ
て
い
る
活
動
と
し
て

は
、
令
和
4
年
2
月
凶
日
の

入
会
式
で
2
2
8
名
の
新
し

い
会
員
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
年
も
2
月
出

日
に
入
会
式
が
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。
総
会
と
懇
親
会
は

毎
年
6
月
に
開
催
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
、
令
和
元
年

に
行
わ
れ
て
以
来
開
催
で
き

f
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決
意
し
た
次
第
で
す
。
し
か

し
、
母
校
勤
務
の
同
年
間
に

は
着
手
で
き
な
い
ま
ま
転
勤

い
た
し
ま
し
た
。
今
年
、
学

校
か
ら
許
可
を
い
た
だ
け
る

時
が
来
た
ら
、
全
力
で
取
り

組
む
予
定
で
お
り
ま
す
。

「
松
友
会
」
は
学
校
創
立

の
翌
年
明
治
犯
年
創
立
発
会

な
い
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。
今
年
こ
そ
、
ぜ
ひ

再
開
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。
支
部
の
方
も
同

様
の
状
況
で
す
が
、
東
京
支

部
で
は
、
支
部
だ
よ
り
を
作

成
し
て
会
員
に
送
付
す
る
な

ど
、
地
道
な
活
動
を
継
続
し

て
い
ま
す
。
昨
年
、
大
坂
支

部
長
か
ら
谷
内
新
支
部
長
に

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
活

動
の
殆
ど
が
制
限
さ
れ
、
以

来
、
長
い
時
聞
を
過
ご
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

当
初
は
、
先
の
見
え
な
い
状

況
に
戸
惑
い
、
無
為
の
時
を

嘆
く
ば
か
り
で
し
た
。
し
か

し
、
状
況
が
明
確
に
な
り
、

対
処
の
仕
方
が
分
か
る
に
従

っ
て
、
考
え
が
変
わ
っ
て
参

り
ま
し
た
。
規
制
さ
れ
、
行

動
で
き
な
い
こ
の
時
間
を
、

振
り
返
り
と
熟
考
の
た
め
の

貴
重
な
時
間
と
し
て
と
ら
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

号
の
次
の
記
事
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

「
明
治
三
五
年
六
月
十
四

日
第
一
回
松
友
会
を
聞
く
。

会
員
一
同
裁
縫
室
に
集
ま

る
。
内
田
会
長
会
則
の
説

明
、
将
来
の
希
望
、
会
の
事

業
な
ど
に
つ
き
一
々
示
し
給

ふ
。
次
ぎ
て
吾
等
会
員
中
の

『「松
友
」
・
「
松
友
会
誌
」
』

同
窓
会

会
長

式
を
開
催
、

翌
年
比
月
白
日

『
松
友
』
第
一
号
が
刊
行
さ

れ
て
い
ま
す
。
『
八
戸
東
高

校
物
湿
巴
の
中
で
島
守
光
雄

先
生
は
「
会
則
を
見
る
限
り

で
は
将
来
の
同
窓
会
を
意
識

し
な
が
ら
も
生
徒
会
を
念
頭

に
お
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ

る
」
と
記
し
、
『
松
友
』
第
一

茂

典

子

(高
校
時
回
生
V

木

談
話
朗
読
あ
り
、
ロ

ン
テ
ニ

ス
の
競
技
あ
り
、
す
べ
て
は

思
わ
し
く
も
あ
ら
ざ
り
し

が
、
将
来
に
向
ひ
て
、
多
大

の
望
を
い
だ
き
つ
つ
散
会

す己
こ
の
同
窓
会
誌
に
は
同
窓

会
や
会
員
に
関
す
る
記
事
だ

け
で
な
く
、
教
職
員
や
生
徒

九
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素

よ

り

、

茂

木

典

子

向
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ザ

三

一

支
部
長

谷
内
玲
子
…
窓
会
会
長
を
は
じ
め
同
窓
会

画
盟
F
-認
ヘ
》
怯

M

…
員
の
皆
様
方
か
ら
は
、
本
校

圃
割
'

t

先
M
F

(

高
校
包
囲
生
)
申

画
国

'
I
A
i
…

一

の

教

育

活

動

に

対

し

深

い

ご

副
開
園
ザ
拘
阻

ん
令
和
元
年
5
月
の
総
会
後
…
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

副
・
田

d
一

…
東
京
支
部
と
し
て
の
活
動
は
一
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
学

圃

圃

障

問

点
思
い
も
よ
ら
な
い
制
約
を
受
…
校
を
取
り
巻
く
状
況
が
厳
し

ノ

副
.

.

 ，
E
一

け

ま

し

た

。

↑

さ

を

増

す

中

、

会

員

の

皆

様

整
備
さ
れ
た
校
門
…
東
京
支
部
で
は
、
と
に
か
…
か
ら
の
温
か
い
激
励
や
ご
支

こ
の
機
会
に
、
同
窓
会
の
役
一
く
こ
こ
を
乗
り
切
る
こ
と
、
↑
援
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
こ

割
や
在
り
方
を
、
今
一
度
熟
…
他
の
選
択
肢
は
あ
り
ま
せ
一
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

考
し
話
し
合
い
、
前
に
進
ん
…
ん
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
勢
一
昨
年
四
月
に
黒
坂
前
校
長

で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
…
い
は
留
ま
る
こ
と
を
知
ら
一
の
後
任
と
し
て
赴
任
し
た
清

f
吉
署
3
3
33
3寺
3
3
3d
一
ず
、
先
の
見
え
な
い
状
況
と
ι

川
と
申
し
ま
す
。
前
任
は
閉

な
ど
の
生
徒
会
に
つ
い
て
も
叩
な
り
ま
し
た
。
閉
塞
感
の
み
一
校
と
な
っ
た
五
戸
高
校
校
長

書
か
れ
校
外
部
(
同
窓
会
)
一
満
ち
て
し
ま
っ
た
生
活
で
は
一
で
し
た
。

と
校
内
部
(
生
徒
会
)
の
二
一
あ
り
ま
し
た
が
、
母
校
創
立
一
本
校
は
、
明
治
=
一
十
五
年

つ
を
併
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
…
百
二
十
周
年
節
目
の
年
を
記
ん
に
開
校
し
、
令
和
三
年
創
立

た
め
、
矛
盾
解
消
の
た
め
独
一
念
し
ま
し
て
「
支
部
便
り
」
一
百
二
十
周
年
を
迎
え
ま
し

立
し
た
校
内
部
を
発
行
す
る
…
の
作
成
を
決
め
ま
し
た
。

…
た
。
卒
業
生
は
二
万
四
千
名

こ
と
に
な
り
、
そ
の
第
一
号
一
歴
史
の
証
人
で
あ
り
ま
す
土
乞
超
え
、
こ
れ
ま
で
各
界
に

が
大
正
ロ
年
ロ
月
6
日
に
刊
ん
諸
先
輩
方
か
ら
の
投
稿
、
八
一
多
く
の
有
能
な
人
材
を
輩
出

行
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
二
戸
東
高
等
学
校
か
ら
の
貴
重
一
し
て
き
ま
し
た
。
「
勉
学
」

後
、
校
内
部
号
の
趣
旨
は
文
…
な
写
真
の
数
々
を
戴
く
こ
と
…
「
健
康
」
「
優
雅
」
「
協
調
」
の

芸
部
(
班
)
の
創
作
発
表
の
一
で
、
充
実
し
た
内
容
に
な
り
一
校
訓
の
も
と
、
第
一
体
育
館

伝
統
に
受
け
継
が
れ
て
、
昭
…
ま
し
た
。
翌
令
和
4
年
も
皆
…
後
方
二
階
に
大
き
く
掲
げ
ら

和
泊
年
創
刊
の
『
樹
下
路
三
様
ご
承
知
の
通
り
の
一
年
と
↑
れ
た
扇
額
に
あ
る
「
学
力
と

へ
と
続
く
こ
と
に
な
り
、
昭
…
な
っ
て
し
ま
い
、
前
年
に
続
…
品
性
の
向
上
」
を
モ
ッ
ト
ー

和
犯
年
に

『樹
下
路
』
の
誌
一
き
ま
し
て
、

「支
部
便
り
」
の
↑
に
創
造
性
豊
か
な
人
間
の
育

名
を
生
徒
会
誌
に
譲
り
ま
…
第
2
号
の
資
料
を
整
理
し
、
一
成
を
行
う
。
こ
の
事
も
教
育

す

。

一

歴

史

を

『

繋

ぐ

』

こ

と

に

貢

↑

目

標

の

ひ

と

つ

に

し

て

い

ま

掲
載
内
容
の
目
録
作
成
を
…
献
で
き
た
の
か
な
と
少
し
一
す
。

通
し
て
『
松
友
』
・
『
松
友
会
…
ホ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

…
こ
の
よ
う
な
県
内
屈
指
の

誌
』
の
変
遷
を
知
る
と
と
も
…
全
く
見
通
し
の
立
た
な
い
一
伝
統
校
に
赴
任
し
、
身
の
引

に
、
生
き
生
き
と
学
校
生
活
…
新
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
前
…
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

を
送
る
大
先
輩
方
の
息
遣
い
ご
乞
向
き
少
し
で
も
進
ん
で
行
一
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

を
皆
様
に
お
伝
え
し
た
い
と
…
け
ま
し
た
ら
、
と
の
思
い
を
…
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、

思
っ
て
お
り
ま
す
。
一
改
め
ま
し
て
皆
様
と
共
有
し
一
様
々
な
学
校
行
事
が
中
止
・

一
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

一
活
一
躍
す
一る
一八
一東
一生一

創立百二十周年記念誌

「繋ぐ」

‘母ル
八
戸
東
高
等
学
校
校
長

た
。
四
月
二
十
三
日
(
土
)

に
開
催
予
定
だ
っ
た
春
の
公

開
授
業
と
P
T
A
総
会
が
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
表
現
科
設
置
二

十
周
年
で
し
た
。
三
年
振
り

に
一
般
開
放
し
た
表
現
科
公

演
は
大
盛
況
で
し
た
。
来
年

度
は
平
日
で
は
な
く
、
土
曜

日
の
七
月
二
十
二
日
に
開
催

予
定
で
す
。
多
く
の
方
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す。
七
月
十
五
日
(
金
)
・
十
六

日
(
土
)
に
予
定
し
て
い
た

八
東
祭
は
中
止
と
し
ま
し

た
。
準
備
を
し
て
き
た
生
徒

達
、
特
に
生
徒
会
執
行
部
の

皆
さ
ん
に
は
申
し
訳
な
か

っ

た
で
す
。

三
年
生
に
と
っ
て
二
度
延

期
し
た
修
学
旅
行
で
し
た

が
、
七
月
下
旬
に
二
泊
三
日

の
関
西
方
面
で
し
た
が
実
施

で
き
ま
し
た
。
戻
っ
て
か
ら

感
染
が
広
が
ら
な
か
っ
た
の

は
何
よ
り
で
し
た
。

昨
年
度
は
創
立
百
二
十
周

年
で
し
た
が
、
令
和
三
年
十

月
二
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た

記
念
式
典
、
平
田
オ
リ
ザ
氏

に
よ
る
記
念
講
演
、
そ
の
後

の
記
念
資
料
展
も
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

平
田
オ
リ
ザ
氏
は
劇
作

家
・
演
出
家
に
加
え
て
、
芸

術
文
化
観
光
専
門
職
大
学
の

初
代
学
長
と
し
て
も
御
活
躍

中
で
す
。
大
変
忙
し
い
中
、

表
現
科
二
十
周
年
の
全
校
講

演
会
講
師
と
し
て
も
来
校
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

演
題
は
「
い
ま
、
要
求
さ

れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
」
で
し
た
。
生
徒
の
感

想
に
は
「
聞
き
手
に
と

っ
て ご三三

f同

i
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手口

幸

も
言
葉
の
意
図
を
複
雑
な
も

の
の
中
か
ら
読
み
解
い
た

り
、
相
手
が
欲
し
て
い
る
言

葉
を
か
け
た
り
す
る
こ
と

は
、
人
が
相
手
に
与
え
ら
れ

る
最
大
の
優
し
さ
だ
と
思
い

ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
、
単
純
で
あ
り
複
雑
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
」
多
く
の
生
徒
・
教
員

が
感
銘
を
受
け
た
講
演
会
で

し
た
。
先
日
は

N
H
K
の

「
視
点
・
論
点
」
に
も
出
演
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

一
月
二
十
八
日
(
土
)
か

ら
国
民
体
育
大
会
冬
季
大

会
、
ス
ケ
ー
ト
・
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
競
技
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
開
始
式
で
本
校

音
楽
部
に
よ
る
合
唱
、
歓
迎

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
法

霊
神
楽
、
バ
ト
ン
披
露
、
三

年
女
子
一
名
が
選
手
と
し
て

出
場
し
て
い
ま
す
。
多
く
の

方
か
ら
お
褒
め
の
言
葉
を
頂

き
ま
し
た
。

ま
た
、
二
月
中
旬
か
ら
始

ま
る

H

え
ん
ぶ
り
H

に
も
十

名
以
上
の
生
徒
が
参
加
し
ま

す
。
郷
土
芸
能
継
承
の
意
味

で
も
大
変
素
晴
ら
し
い
事
で

す
。こ

の
よ
う
に
多
方
面
で
活

躍
し
て
い
る
八
東
生
で
す
。

今
後
、
感
染
防
止
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

日
常
の
学
校
生
活
が
戻
っ
て

く
る
こ
と
を
信
じ
て
い
ま

す
。
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今
号
と
次
号
の
会
報
で
は
第

6
号
の
記
事
を
ア
ー
カ
イ

ブ
と
し
て
掲
載
す
る
ζ
と
に
な
り
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は

特
別
企
画
・
ラ
ジ
オ
同
窓
会
「
旧
制
八
一
回
向
女
の
患
い
出
』

で
す
。

1
9
6
3年
6
月
2
日
午
前
叩
時
5
分
か
ら
加
分

間、

R
A
B青
森
で
放
送
さ
れ
た
も
の
で
す
。
一
ニ
陸
は
る

か
沖
地
震
の
後
、
古
い
銀
音
テ
ー
プ
が
偶
然
見
つ
か
り
、

R
A
B
青
森
放
送
の
許
可
を
い
た
だ
い
て
文
章
に
起
こ

し
、
一
平
成
刈
年
の
会
報
に
掲
載
し
た
懐
か
し
い
記
事
で
す
。

大
先
輩
方
の
語
る
思
い
出
、
印
年
前
の
ラ
ジ
オ
放
送
を

文
字
で
お
楽
し
み
下
さ
い
。

号 (2)26 第報

一
本
の
古
い
録
音
一
ア
|
プ

が
校
舎
の
片
聞
か
ら
見
つ
か

り
ま
し
た
。
三
陸
は
る
か
沖

地
震
の
後
片
付
け
が
き
っ
か

け
で
し
た
。
「
ラ
ジ
オ
同
窓

会
『
旧
制
八
高
女
の
思
い

出
』
」
と
い
う
講
談
会
の
番

組
で
、
一
九
六
三
年
六
月
二

日
(
土
)
午
前
十
時
五
分
か

ら
三
十
分
間
放
送
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
判
り
ま
し

た。

R
A
B青
森
放
送
の
許

可
を
い
た
だ
い
て
、
文
章
に

起
こ
し
、
会
報
に
掲
載
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

四
年
前
、
昭
和
初
年
の
放

送
を
、
お
楽
し
み
下
さ
い
。

会友

。

松

ラ
ジ
オ
同
窓
会
の
時
聞
が

ま
い
り
ま
し
た
。
今
日
は
旧

制
八
戸
高
等
女
学
校
、
八
高

女
の
思
い
出
を
お
送
り
い
た

し
ま
し
ょ
う
。
県
教
育
委
員

の
美
濃
部
洋
子
さ
ん
、
旧
姓

宗
洋
子
さ
ん
は
、
八
高
女
、

昭
和
九
年
の
卒
業
生
で
す
。

み
ま
ん
デ
パ
ー
ト
社
長
の
三

浦
寓
喜
さ
ん
は
一
級
上
の
先

輩
、
県
公
安
委
員
橋
本
和
吉

氏
夫
人
の
橋
本
田
鶴
さ
ん
は

六
級
上
の
大
先
輩
で
す
。
当

時
の
恩
師
は
体
操
の
工
藤
キ

ヌ
先
生
。
大
正
十
三
一
年
の
八

高
女
時
代
か
ら
昭
和
二
十
八

年
の
八
戸
東
高
校
ま
で
の
三

十
年
間
教
鞭
を
と
ら
れ
ま
し

た
。
工
藤
先
生
を
囲
ん
で
、

美
濃
部
さ
ん
、
一
二
浦
さ
ん
、

橋
本
さ
ん
の
思
い
出
は
、
遠

く
昭
和
の
初
期
へ
と
さ
か
の

ぼ
り
ま
す
。

令和5年2月28日

私
は
美
濃
部
洋
子
と
申
し

ま
す
。
た
だ
今
の
、
青
森
県

立
八
戸
東
高
等
学
校
の
前
身

で
ご
ざ
い
ま
す
、
当
時
の
青

森
県
立
八
戸
高
等
女
学
校
第

十
五
回
の
卒
業
生
で
ご
ざ
い

ま
し
て
、
学
校
に
在
校
い
た

し
ま
し
た
の
は
、
昭
和
五
年

か
ら
昭
和
九
年
ま
で
で
ご
ざ

い
ま
す
。

今
日
は
ご
先
輩
の
橋
本
田

鶴
様
と
三
浦
寓
喜
様
と
集
ま

り
ま
し
て
、
当
時
の
私
ど
も

の
体
操
の
先
生
で
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
、
工
藤
キ
ヌ

先
生
を
お
招
き
い
た
し
ま
し

て
、
懐
か
し
い
昔
の
思
い
出

話
を
こ
れ
か
ら
い
た
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

三

浦

先

生

し

ば

ら

く

で

ご
ざ
い
ま
す
。

美
濃
部
ち
っ
と
も
お
変
わ

り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
ね
。

工

藤

こ

の

頃

老

い

ぼ

れ

て
だ
め
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
お
か
げ
さ
ま
で
健
康
で

す
か
ら
、
余
生
を
楽
し
ん
で

暮
ら
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご

安
心
く
だ
さ
い
ま
せ
。

美
濃
部
私
ど
も
が
女
学
生

だ
っ
た
頃
も
先
生
は
私
ど
も

か
ら
す
れ
ば
、
お
若
く
て
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
し
ょ
う

け
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
こ
ん
な

よ
う
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
ね
。

三

浦

威

厳

が

お

あ

り

に

な
る
と
い
う
の
か
、
そ
れ
が

そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
残
っ
て

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。
本
当

に
お
元
気
で
。

橋

本

本

当

で

す

ね

。

先

生
は
ち
っ
と
も
お
太
り
に
も

な
ら
な
い
し
お
痩
せ
に
も
な

ら
な
い
し
同
じ
で
ご
ざ
い
ま

す
ね
。

工

藤

い

え

い

え

こ

の

頃

と
っ
て
も
太
り
ま
し
た
ん
で

す
よ
。

橋

本

あ

ら

そ

う

な

ん

で

ご
ざ
い
ま
す
か
。

美
濃
部
私
ど
も
が
追
い
つ

く
ん
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
で

し
ょ
う
か
、
そ
ん
な
気
が
い

た
し
ま
す
ね
。

橋

本

先

生

ち

っ

と

も

お

歳
を
お
召
し
に
な
り
ま
せ
ん

ね
。
私
た
ち
同
じ
ぐ
ら
い
で

ご
ざ
い
ま
す
ね
。

工
藤
、
ど
ャ
つ
い
た
し
ま
し

て。美
濃
部

ほ
ん
と
に
そ
ん
な

感
じ
が
い
た
し
ま
す
。
こ
う

や
っ
て
久
し
振
り
に
お
目
に

か
か
り
ま
す
と
ね
、
や
っ
ぱ

り
お
話
は
昔
の
事
に
な
る
ん

ら
九
月
に
転
任
し
て
き
た
ん

で
す
よ
。

橋
本
そ
う
で
や
さ
ん
す
ね
。

美
濃
部
そ
う
で
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
か
。

工

藤

丁

度

、

三

田

校

長

先
生
の
時
に
ま
い
り
ま
し
た
。

橋

本

あ

の

頃

は

ね

、

私

た
ち
体
操
の
時
に
は
、
二
階

堂
の
制
服
と
同
じ
あ
れ
を
取

り
替
え
る
ん
で
よ
。

美
濃
部
ジ
ャ
ン
パ
ー
み
た

い
な
の
ざ
ん
し
ょ
。

工
藤
角
襟
の
で
す
ね
、

上
か
ら
ず
う
っ
と
ヒ
ダ
だ
け

の。美
濃
部
そ
う
な
ん
で
す
よ
。

ベ
ル
ト
を
外
か
ら
し
て
。
先

生
が
あ
れ
を
着
て
学
校
に
お

通
い
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ね
。

橋
本
そ
う
ざ
ん
し
た
ね
。

美
濃
部
私
お
目
に
か
か
っ

秋
ざ
ん
す
よ
ね
、
朝
体
操
服

を
着
て
、
あ
の
上
か
ら
羽
織

を
着
て
学
校
に
出
て
行
く
、

私
そ
の
頃
小
学
生
で
し
た
か

ら
、
よ
く
お
目
に
か
か
っ
て
。

三

浦

あ

あ

、

あ

な

た

は

学
校
の
お
近
く
だ
っ
た
か
ら
、

そ
う
な
ん
で
す
ね
。

美
濃
部
そ
う
な
ん
で
す
の
。

皆
さ
ん
そ
う
や
っ
て
出
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
は
、
今
か
ら

思
え
ば
お
か
し
い
ん
で
し
ょ

う
け
ど
、
ス
マ
ー
ト
で
憧
れ

ま
し
た
の
。

橋

本

私

た

ち

み

ん

な

風

呂
敷
に
包
ん
で
ね
、
学
校
に

行
く
ん
で
す
の
よ
。
着
物
を

着
て
学
校
に
行
き
ま
し
て
ね
、

体
操
の
時
間
ち
ゃ
ん
と
取
り

替
え
る
ん
で
す
。

美
濃
部
今
に
比
べ
た
ら
、

随
分
優
美
な
い
い
服
装
で
ご

ざ
い
ま
し
た
ね
。

備

醐

凶

闘

切

ラ
ジ
オ
同
窓
会

『
旧
制
八
高
女
の
思
い
出
』
y

じ
ゃ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
す

，刀工

藤

時

々

ク

ラ

ス

会

に

皆
さ
ん
に
呼
ん
で
い
た
だ
く

も
ん
で
す
か
ら
、
余
生
を
楽

し
く
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。

美
濃
部
本
当
に
結
構
な
こ

と
で
。

三

浦

お

互

い

に

家

庭

を

も
っ
た
り
、
子
ど
も
が
い
た

り
で
、
仕
事
も
も
ち
ろ
ん
あ

り
ま
す
け
ど
も
、
心
に
思
い

な
が
ら
も
皆
で
集
ま
る
機
会

を
つ
く
る
と
い
う
の
は
な
か

な
か
で
、
私
た
ち
の
気
持
ち

を
先
生
に
お
伝
え
す
る
機
会

が
な
く
て
残
念
だ
と
話
し
て

お
り
ま
す
。

橋

本

先

生

が

い

ら

し

た

時
は
私
た
ち
丁
度
一
年
生
で

ご
ざ
い
ま
し
た
で
す
ね
。

工

藤

そ

う

で

し

た

で

し
ょ
う
ね
。
私
は
宇
都
宮
か

(
R
A
B青
森
放
送

た
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
の
よ
、

お
若
い
時
。

三

浦

先

生

を

拝

見

し

た

こ
ろ
は
着
物
を
着
て
ら
し

て
、
学
校
に
い
ら
し
て
か
ら

着
替
え
て
い
ら
し
た
よ
う
で

ご
ざ
い
ま
し
た
ね
。

工

藤

宇

都

宮

に

い

る

時

は
あ
の
ま
ま
通
っ
て
い
ま
し

た
ん
で
す
け
ど
も
、
こ
ち
ら

に
参
り
ま
し
た
ら
、
知
っ
て

る
人
が
多
い
も
ん
で
す
か
ら
、

な
ん
だ
か
恥
ず
か
し
い
よ
う

な
気
が
し
て
。

美
濃
部
や
は
り
、
お
目
に

か
か
っ
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま

す
、
道
で
も
。
何
ぺ
ん
か
は

そ
う
や
っ
て
い
ら
し
た
こ
と

は
お
あ
り
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

そ
れ
で
ね
、
お
も
し
ろ
い
ん

で
す
よ
。
そ
の
頃
は
丁
度
橋

本
さ
ん
の
奥
様
ぐ
ら
い
の
と

き
で
ざ
ん
し
ょ
。
運
動
会
の

昭
和
三
八
年
六
月
二
百
放
送
)

工

藤
あ
れ
は
二
階
堂
体

操
塾
、
今
の
大
学
で
す
ね
、

あ
そ
こ
の
制
服
だ
っ
た
ん
ざ

ん
す
。

美
濃
部
あ
あ
そ
う
で
ご
ざ

い
ま
す
か
。

橋

本

あ

な

た

方

は

、

あ

れ
縫
わ
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た

か
。
私
た
ち
入
る
と
す
ぐ
に

縫
わ
さ
れ
た
ん
で
す
よ
、
学

校
で
。

美
濃
部
い
い
え
、
私
ど
も

の
時
は
も
う
普
通
の
体
操
服

で
し
た
ね
。

三

浦

い

わ

ゆ

る

開

襟

の

半
そ
で
で
ご
ざ
い
ま
し
た
ね
。

美
濃
部
昔
の
方
が
ず
っ
と

良
か
っ
た
な
と
思
っ
て
、
あ

れ
を
着
る
の
が
憧
れ
で
八
高

女
の
門
を
く
ぐ
っ
た
の
に
、

も
う
あ
の
体
操
服
が
無
く
な

っ
た
の
か
と
思
う
と
、
実
は

寂
し
い
思
い
を
し
た
こ
と
が
。

三

浦

あ

れ

は

制

服

が

決

ま
っ
て
か
ら
無
く
な
り
ま
し

た
で
す
ね
。

美
濃
部
制
服
の
決
ま
っ
た

の
は
、
い
つ
で
ご
ざ
い
ま
す

か
し
ら
ね
。
私
ど
も
が
入
っ

た
こ
ろ
は
も
う
決
ま
っ
て
い

て
:
:
・
。

三

浦

だ

か

ら

、

あ

な

た

の
お
姉
さ
ま
の
時
で
し
ょ
。

美
濃
部
そ
う
す
る
と
昭
和
、

そ
う
ざ
ん
す
ね
。

三

浦

私

た

ち

よ

り

一

年

先
の
時
か
ら
制
服
が
決
ま
り

ま
し
た
よ
ね
。

橋

本

私

た

ち

の

時

は

無

か
っ
た
ん
で
す
の
。
昭
和
3

年
卒
業
で
す
か
ら
。

三

浦

私

た

ち

が

初

め

て

入
学
す
る
時
は
、
そ
の
制
服

で
通
う
こ
と
が
楽
し
ゅ
う
ご

ざ
ん
し
て
ね
、
こ
れ
を
着
て

行
く
ん
だ
と
。

美
濃
部
橋
本
さ
ん
の
奥
様

の
時
の
お
写
真
、
ほ
ら
こ
れ

で
ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ
。

橋
本
そ
う
な
ん
で
す
よ
。

体
操
の
時
ス
ケ
ー
ト
を
い
た

し
ま
し
た
の
、
ね
、
先
生
。

着
物
を
着
て
、
お
シ
ョ
ー
ル

を
し
て
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
。

三

浦

先

生

だ

け

は

、

あ

れ
を
着
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

美
濃
部
本
当
に
ね
、
こ
の

白
い
線
が
入
っ
て
ね
。

橋

本

寒

い

の

に

よ

く

靴

下
も
は
か
な
い
で
。

美
濃
部
靴
下
履
い
て
な
い

ん
で
す
ね
。

橋

本

足

袋

の

上

に

履

く

ん
で
す
の
よ
。
下
駄
ス
ケ
ー

ト
で
し
た
ね
。

三

浦

こ

れ

は

勘

太

郎

堤

で
す
か
、
私
た
ち
の
時
は
も

う
舘
越
堤
に
移
り
ま
し
た
ね
。

主
体
が
舘
越
で
ご
ざ
い
ま
し

て
、
体
操
の
時
間
に
必
ず
ス

ケ
ー
ト
が
正
課
だ
っ
た
ん
で

ざ
ん
す
よ
ね
。
出
な
け
れ
ば

減
点
さ
れ
る
ん
で
す
、
こ
れ

が
八
高
女
の
特
徴
だ
か
ら
と

い
う
こ
と
で
ね
。

美
濃
部
真
田
紐
で
す
か
、

あ
れ
に
こ
う
や
っ
て
担
い
だ

り
下
げ
た
り
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ

さ
せ
て
ね
、
長
根
リ
ン
ク
ま

で
も
行
き
ま
し
た
し
ね
。
舘

越
ま
で
も
行
っ
た
ん
で
す
も

の
ね
。

三

浦

私

た

ち

の

頃

は

も

う
勘
太
郎
堤
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
で
し
た
ね
。

美
濃
部
そ
う
で
す
、
あ
の

頃
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

橋

本

そ

う

で

す

か

、

私

た
ち
の
時
は
勘
太
郎
堤
ま
で

行
き
ま
し
た
。

美
濃
部
と
に
か
く
一
五

O

人
が
全
部
滑
っ
た
の
。

工

藤

当

時

の

校

長

先

生

が
と
っ
て
も
熱
心
だ
っ
た
ん

で
す
の
。
八
戸
の
ス
ケ
ー
ト

の
三
田
藤
吾
先
生
。

三

浦

私

た

ち

は

三

田

先

生
は
一
年
生
の
時
、
二
年
生

の
時
は
福
士
百
衛
先
生
。

工
藤
コ
一
回
先
生
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
、
こ
こ
に
(
写

真
を
指
し
て
)
あ
ら
ほ
ん
と

に
ひ
げ
が

美
濃
部
ス
ケ
ー
ト
を
八
戸

の
女
学
生
に
初
め
て
さ
せ
よ

う
と
い
う
の
で
東
京
か
ら
持

っ
て
い
ら
し
た
と
お
っ
し
ゃ

る
ん
で
す
か
、
ス
ケ
ー
ト
を
。

工

藤

初

め

は

長

野

県

か

ら
、
諏
訪
か
ら
持
っ
て
き
た

ん
で
す
。

美
濃
部
あ
あ
そ
う
で
ご
ざ

い
ま
す
か
。
み
ん
な
あ
の
当

時
お
上
手
で
し
た
よ
ね
先
生
。

袴
は
い
て
、
私
ど
も
は
洋
服

で
し
た
け
れ
ど
も
、
よ
く
や

り
ま
し
た
ね
。
ス
カ
ー
ト
を

な
び
か
せ
て
、
黒
い
靴
下
履

い
て
ね
。

三
浦
あ
の
、
か
よ
ち
ゃ

ん
、
大
橋
さ
ん
、
石
原
さ
ん

の
奥
さ
ん
、
あ
の
方
も
ス
ケ

ー
ト
で
結
ぼ
れ
た
ん
で
し
ょ
。

そ
れ
か
ら
、
ち
ど
り
さ
ん
、

磯
部
先
生
と
一
緒
に
な
ら
れ

た
磯
部
ち
ど
り
さ
ん
で
す
ね
、

あ
の
方
が
磯
部
に
な
っ
た
ら

ち
ど
り
が
合
う
、
な
ん
て
冷

や
か
し
た
こ
と
が
あ
る
ん
で

す。

美
濃
部
今
の
八
戸
よ
り
も
、

ス
ケ
ー
ト
を
す
る
層
は
ず

う
っ
と
広
か
っ
た
ん
で
す
。

三
浦
だ
っ
て
正
課
だ
っ

た
ん
で
す
も
の
。

美
濃
部
全
員
し
な
き
ゃ
い

け
な
か
っ
た
ん
で
す
も
の
。

今
で
も
あ
の
当
時
ぐ
ら
い
、

子
供
た
ち
に
も
中
学
生
と
か

高
校
生
に
は
さ
せ
た
い
な
と

思
い
ま
す
ね
。
ス
ケ
ー
ト
は

高
い
と
い
う
か
も
知
れ
ま
せ

ん
け
ど
、
あ
の
当
時
だ
っ
て

何
と
か
ね
。

橋

本

学

校

に

備

え

付

け

て
あ
り
ま
し
た
ね
、
先
生
。

工
藤
そ
う
な
ん
で
す
。

橋

本

貸

し

ス

キ

!

と

貸

し
ス
ケ
ー
ト
が
。

美
濃
部
そ
れ
ぐ
ら
い
し
て
、

み
ん
な
が
も
っ
と
も
っ
と
滑

れ
る
よ
う
に
、
こ
こ
だ
け
の

ス
ポ
ー
ツ
で
す
も
の
ね
。

工

藤

で
も
=一
田
先
生
は

ね
、
ス
ケ
ー
ト
を
さ
せ
る
こ

と
に
、
父
兄
方
か
ら
文
句
が

出
て
大
変
だ
っ
た
っ
て
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

美
濃
部
あ
ら
初
め
は
そ
う

で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。

三

浦

こ

の

問

、

上

野

先

生
の
送
別
会
の
時
の
お
話

で
、
昔
の
第
一
回
生
の
卒
業

生

の
方
か
ら
お
集
ま
り
に

な
っ
た
ん
で
す
ね
。
元
高
女

の
方
か
ら
あ
の
時
、
お
っ

し
ゃ
る
に
は
で
す
ね
、
そ
れ

か
ら
実
業
学
校
で
す
か
。

工

藤

実

業

学

校

と

い

う

の
は
で
す
ね
、
八
尋
の
下
に

実
業
学
校
が
あ
り
ま
し
た
で

し
ょ
、
そ
の
学
校
が
廃
止
に

な
る
た
め
に
女
学
校
に
併
置

し
た
そ
う
な
ん
で
す
。
そ
れ

で
二
回
出
し
て
い
る
ん
で
す
。

橋

本

そ

う

な

ん

で

す

よ

ね
、
出
て
ま
す
。
そ
し
た
ら

「
私
は
実
業
で
す
」
と
お
っ

し
ゃ
い
ま
す
の
よ
。
そ
の
当

時
、
養
蚕
を
や
っ
た
ん
だ
そ

う
で
す
。
そ
う
し
た
ら
ね
、

当
直
を
し
た
ん
だ
そ
う
で
す

よ
、
そ
の
蚕
を
養
う
の
に
。

工

藤

私

の

頃

も

や

っ

た

ん
で
す
よ
。

橋

本

そ

れ

で

ね

面

白

く

て
面
白
く
て
と
お
っ
し
ゃ
る

の
よ
。
そ
れ
で
機
も
や
っ
た

ん
で
す
っ
て
ね
。

工

藤

機

は

私

た

ち

の

時

は
も
う
や
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

橋

本

そ

う

で

ご

ざ

い

ま

す
か
、
そ
の
方
た
ち
の
お
っ

し
ゃ
る
に
は
機
も
や
り
ま
し

た
ん
で
す
っ
て
。
そ
れ
か
ら

で
す
ね
、
そ
の
後
に
な
っ
て

今
度
は
自
転
車
を
習
わ
せ
た

ん
だ
そ
う
で
す
。
そ
し
た
ら

当
時
は
女
の
子
に
自
転
車
を

乗
ら
せ
る
な
ん
て
と
か
な
ん

と
か
、
や
っ
ぱ
り
い
ろ
ん
な

声
が
出
た
ん
だ
そ
う
ざ
ん
す

け
ど
ね
、
今
考
え
て
み
る
と
、

ひ
ど
く
モ
ダ
ン
ガ

l
ル
だ
っ

た
ん
だ
な
と
、
そ
う
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
よ
。

美
濃
部
そ
れ
に
か
か
わ
ら

ず
、
と
に
か
く
今
よ
り
も
、

昔
の
八
高
女
は
活
発
だ
っ
た

で
す
ね
。
そ
の
か
た
わ
ら
お

裁
縫
だ
っ
て
、
一
応
み
ん
な

重
ね
も
縫
え
れ
ば
、
帯
も
縫

え
れ
ば
、
袴
も
縫
え
れ
ば
と

い
う
風
な
教
育
は
受
け
ま
し

た
し
ね
。
良
き
時
代
っ
て
言

う
と
今
の
方
々
に
何
か
も
し

れ
ま
せ
ん
け
ど
ね
。
い
い
こ

と
も
ち
ょ
っ
ぴ
り
取
り
入
れ

て
い
た
だ
い
て
も
い
い
よ
う

な
気
が
し
ま
す
ね
。

橋

本

今

の

方

は

、

幅

が

広
す
ぎ
る
か
ら
、
深
く
で
き

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
。

美
濃
部
そ
れ
に
今
は
学
校

が
新
し
く
な
り
ま
し
て
、
す
っ

か
り
面
影
が
な
く
な
り
ま
し

た
け
ど
も
、
桜
の
木
だ
け
は

い
く
ら
か
残
っ
て
い
ま
し
て

ね
、
今
年
も
丁
度
シ
ー
ズ
ン

に
行
き
ま
し
た
ら
、
こ
こ
に

桜
の
写
真
も
あ
り
ま
す
け

ど
、
こ
の
よ
う
に
見
事
な
桜

な
ん
で
す
。

工

藤

旧
高
女
3
回
が
植

え
た
ん
だ
そ
う
で
す
。

(
第
幻
号
へ
続
く
)
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